
― 伝統の国と音／イギリス～アメリカ ―
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J.S.バッハ：
アヴェ・マリア

※曲目は変更になる場合があります。

ジングルベル

そりすべり

チャイコフスキー：
「くるみ割り人形」
　　　　　から

ソノス
ハンドベル
アンサンブル

グランシップコンサート

ハンドベル体験コーナー
実際にさわって、音を出してみよう！
　　　　　　　　　　　（公演終了後予定）

S O N O S
Handbell Ensemble

■主催：公益財団法人静岡県文化財団・静岡県　　　■後援：静岡県教育委員会・静岡市教育委員会 平成28年度文化庁
劇場・音楽堂等活性化事業

2016年12月23日 （金・祝）  14:00開演（13:30開場）　グランシップ11階 会議ホール・風　（JR東静岡駅南口隣接）

全席
指定

一般 3,600円　こども・学生 1,000円
※こども・学生は28歳以下の学生。未就学児入場不可　※グランシップ友の会会員特典対象事業
※「静岡県高校生アートラリー」対象事業
※静岡県内の中高生先着5名様を無料でご招待します。お申し込みは（公財）静岡県文化財団　TEL054-203-5714
※公演1週間前に残席がある場合、定価より2割引きになります。(こども・学生、セット券は除く）

グランシップ友の会先行販売／７月17日日～７月23日土　　一般発売／７月24日日～

チケット販売・お問い合せ
グランシップチケットセンター
TEL 054-289-9000 （10:00～18:30／休館日を除く）

グランシップWEBサイトからは空席状況に応じてお好きな席を購入できます。

グランシップ 検索 http://www.granship.or.jp



交通アクセス
・JR東静岡駅南口隣接。
・静岡鉄道長沼駅徒歩10分。
・東海道新幹線（ひかり）で東京・名古屋から１時間、新大阪から２時間。JR静岡駅乗換、東静岡駅まで３分。
・車では、東名高速道路静岡Ｉ.Ｃから２０分。新東名高速道路新静岡Ｉ.Ｃから１５分。静清バイパス千代田上土Ｉ.Ｃから１０分。
公演当日は混雑が予想されますので、公共の交通機関をご利用ください。

託児案内
ボランティアスタッフによる託児サービス（無料、2歳以上未就学児）をご利用の方は公演１週間前までにご連絡ください。
定員になり次第締め切らせていただきます。

車椅子でご来場の方は公演前日までにご連絡ください。

【託児サービス及び車椅子でのご来場のお問い合せ】
（公財）静岡県文化財団事業課　TEL.054-203-5714

〒422-8005　静岡市駿河区池田 79-4
グランシップ指定管理者：公益財団法人静岡県文化財団
http://www.granship.or.jp/

プロフィール

ソノス・ハンドベル・アンサンブルは1990年
にサンフランシスコで結成されて以来、ハン
ドベル界をリードしてきたグループ。ハンド
ベルという楽器を広く認知させるべく、レ
パートリーにも可能な限り良質の編曲版やオ
リジナル楽曲を取り入れ、また作曲家にもベ
ルのみ、あるいは他の楽器や声楽とベルの合
奏用の曲をつくるように働きかけ、多くの委
嘱作品を生んでいる。アメリカ国内のツアー
に加えて、ベイエリアの主要な会場での演奏
会も多く、常に完売するほどの人気を誇って
いる。ソノスのCDは、ハンドベルとしては
初めてタワーレコードをはじめとする全米の
主要レコード店で売り出され、サンフランシ
スコ・エグザミナー誌で「センセーショナ
ル」と賞賛され、94年秋のベストセラーとな
る。世界中のクリスマスミュージックを収め
た2枚目のＣＤも「華麗な鈴の饗宴」と絶
賛、同様にベストセラーとなる。
2002年の初来日からすでに8度目の来日とな
り、その鮮やかなテクニックと楽しいステー
ジは毎回多くの聴衆を感動させている。
ソノス・ハンドベルHP：www.sonos.org

ソノス・ハンドベル・アンサンブル

ハンドベルは17世紀にイギリスで誕生しました。ヨーロッパの街にはその地
域のシンボルである鐘の塔(タワーベル／チャーチベル)が教会にあり、その
鐘の音は、時や冠婚葬祭、緊急時を知らせる重要な情報伝達手段でした。鐘を
鳴らすときは、音程の異なる3個から12個の大きな鐘をロープを引いて一定
の規則に基づいて鳴らしますが、その順序を覚えるための練習用としてハン
ドベルが考案されました。
その後19世紀にアメリカへ渡ったハンドベルは、演奏楽器として発展。数人の
演奏者が合奏する形態が完成し、世界的に広がっていきました。
現在では、讃美歌をはじめとした様々なジャンルの曲を演奏するようになり、
400年の歴史と伝統に新たな感性が加わり、今なお発展し続ける楽器です。
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ハンドベルの歴史　～海を渡ったハンドベル～

SONOS


